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銀河系内の分子雲の運動学的距離において、太陽系軌道より内側ではNear解と Far解という異なる 2つの解が
同時に導出される問題がある (=Near–Far問題)。我々はこれまで、Convolutional Neural Network をベースと
した、分子雲の Near–Far 推論モデルの構築を行ってきた。そして、野辺山 45m鏡による CO サーベイ (銀経 =
62–10度, |銀緯 | <1度) のデータから同定された約 10 万個の分子雲に対し、本推論モデルを用いることによっ
て運動学的距離を決定し、カタログを作成した (藤田他 2022年春季年会, Fujita et al. in press)。
今回、本カタログ (12CO データから同定された分子雲) を用い、観測領域内での分子雲同士の衝突の頻度を領

域ごとに見積もった。分子雲の円運動から逸脱する 3-D 速度は一律 9 km s−1 (Stark 1984) とした。結果、分子
雲の平均自由時間は、渦状腕で短く 10 ∼ 数十Myrとなることがわかった。これは先行研究 (e.g., Dobbs et al.
2015) の渦巻銀河の分子雲のシミュレーションでの見積もりと概ね一致している。また、衝突が開始されその兆候
(e.g., Fukui et al . 2021) が見えなくなるまでの期間を 1Myr と仮定すると、期待値としてトータル∼ 500個の
観測可能な衝突イベントが本 CO サーベイデータ内に含まれている計算結果を得る。講演では解析の詳細の他、
本カタログの分子雲のより詳しい物理的性質や領域間での違い等についても議論する。


